
　

鴨
川
漁
港
の
近
く
、
大
小

の
島
が
点
在
す
る
鴨
川
松
島

は
、
南
房
総
の
景
勝
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
島

は
異
な
る
岩
石
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
火

山
岩
の
玄
武
岩
か
ら
な
る
島

で
、
変
成
岩
や
凝
灰
岩
な
ど

も
見
ら
れ
る
。鴨
川
松
島
は
、

異
な
る
岩
石
か
ら
な
る
不
思

議
な
島
々
だ
。

　

い
ま
の
地
形
が
形
成
さ

れ
た
の
は
約
7
0
0
0
年

前
か
ら
だ
が
、
岩
石
は
約

4
0
0
0
万
年
前
の
も
の
と

い
わ
れ
て
い
る
。
鴨
川
松
島

を
望
む
千
葉
県
立
鴨
川
青
少

年
自
然
の
家
は
、
玄
武
岩
の

大
き
な
塊
の
上
に
建
て
ら
れ

て
お
り
、
敷
地
の
海
岸
で
は

玄
武
岩
質
の
枕
状
溶
岩
を
観

察
で
き
る（
県
指
定
天
然
記

念
物
）。

　

火
山
列
島
と
呼
ば
れ
る
火

山
が
多
い
日
本
列
島
に
あ
っ

て
、火
山
が
な
い
千
葉
県
で
、

溶
岩
が
み
ら
れ
る
の
は
珍
し

い
。
こ
の
溶
岩
は
、
は
る
か

遠
く
中
央
海
嶺
で
形
成
さ

れ
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ

て
移
動
し
、
日
本
列
島
に
付

け
加
わ
っ
た
も
の
だ
。

　

道
の
駅
鴨
川
オ
ー
シ
ャ
ン

パ
ー
ク
か
ら
海
沿
い
の
細
い

道
を
辿
っ
て
い
く
と
、
折
り

返
し
地
点
に
吉
浦
区
が
運
営

し
て
い
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
が
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
客
や

磯
釣
り
客
が
い
る
海
岸
の
足

元
を
見
る
と
、砂
岩
、泥
岩
、

凝
灰
岩
か
ら
な
る
地
層
が
は

げ
し
く
破
壊
さ
れ
た
奇
妙
な

風
景
に
出
会
う
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
地
層
が
横

方
向
に
ほ
と
ん
ど
連
続
し
な

い
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
飛

び
飛
び
に
分
か
れ
て
広
が
っ

て
い
る
。
特
に
石
灰
分
等
に

よ
り
硬
く
な
っ
た
地
層
が
波

食
台
の
上
に
突
起
物
と
し
て

散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
異
様
な
光
景
に
た
じ
ろ
い

で
し
ま
う
ほ
ど
だ
。

　

こ
こ
は
、
日
本
で
も
非
常

に
若
い
新
生
代
新
第
三
紀

の「
付
加
体
」を
観
察
で
き

る
貴
重
な
場
所
な
の
だ
。
約

1
8
0
0
万
年
前
の
海
底
の

海
溝
付
近
に
堆
積
し
た
地
層

が
、
海
溝
か
ら
沈
み
込
む
海

洋
プ
レ
ー
ト
の
力
を
受
け
、

陸
側
に
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
押

し
付
け
ら
れ
て
で
き
た「
付

加
体
」と
よ
ば
れ
る
地
層
で

あ
る
。

　

館
山
と
白
浜
を
結
ぶ
広
域

農
道
、
安
房
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
を
白
浜
方
面
に
向
か
っ
て

走
る
と「
安
房
白
浜
ト
ン
ネ

海
岸
に
は
、
千
葉
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
白
浜
の
屏
風
岩
」が
あ
る
。

海
底
で
砂
岩
・
泥
岩
が
交

互
に
堆
積
し
た
地
層
が
、
プ

レ
ー
ト
の
動
き
に
よ
っ
て
押

し
曲
げ
ら
れ
て「
褶
曲
構
造
」

と
な
っ
て
、
垂
直
に
立
っ
た

も
の
だ
。
白
浜
の
海
底
地
す

べ
り
堆
積
層
と
お
な
じ
時
期

の
地
層
で
あ
り
、
褶
曲
構
造

も
地
す
べ
り
が
原
因
で
あ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。　

　

館
山
市
沼
地
区
の
入
江
状

に
な
っ
て
い
る
狭
い
農
道
を

歩
い
て
行
く
と
、
沼
サ
ン
ゴ

層
の
露
頭
が
保
護
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
。

海
岸
線
か
ら
は
1
㎞
ほ
ど
内

陸
、標
高
約
20
〜
30
m
の
地

点
に
あ
る
。

　

約
7
0
0
0
〜
6
0
0
0

年
前
の
縄
文
時
代
の
温
暖
期

に
堆
積
し
た
地
層
に
は
、
キ

ク
メ
イ
シ
、
マ
ル
キ
ク
メ
イ

シ
、
ア
ワ
サ
ン
ゴ
な
ど
約
80

種
類
の
造
礁
性
サ
ン
ゴ
が
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
現

在
の
鹿
児
島
南
部
か
ら
奄
美

大
島
に
生
息
す
る
サ
ン
ゴ
の

種
数
に
匹
敵
す
る
。

　

サ
ン
ゴ
だ
け
で
な
く
、
紀

伊
半
島
以
南
に
分
布
す
る
熱

帯
性
の
貝
類
や
、
熱
帯
か
ら

亜
熱
帯
に
生
息
す
る
有
孔
虫

や
介
形
虫
な
ど
の
微
化
石
も

沼
サ
ン
ゴ
層
か
ら
見
つ
か
っ

て
い
る
。
黒
潮
に
の
っ
て
北

方
へ
移
動
し
た
熱
帯
の
海
洋

生
物
が
、
房
総
半
島
周
辺
に

分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
千
葉
県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

富
津
市
と
鋸
南
町
に
ま
た

が
る
鋸
山
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ル
」が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
の

脇
に
駐
車
場
が
あ
る
。
駐
車

場
か
ら
道
路
の
向
か
い
の
斜

面
に
、
大
規
模
な
露
頭
の
海

底
地
す
べ
り
堆
積
層
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
駐
車

場
に
は
地
層
の
説
明
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

約
2
0
0
万
年
前
、
海
底

に
堆
積
し
て
い
た
地
層
に
大

き
な
地
す
べ
り
が
発
生
し

て
、
そ
の
後
の
激
し
い
隆
起

活
動
に
よ
っ
て
地
上
に
現
れ

た
も
の
だ
。
地
層
が
ち
ぎ
れ

て
い
く
つ
か
の
大
き
な
ブ

ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り
、
中

に
は
回
転
し
て
上
下
が
逆
に

な
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　

や
や
離
れ
た
白
浜
町
根
本

イ
で
山
頂
駅
ま
で
い
け
る
。

日
本
寺
境
内
の
地
獄
の
ぞ
き

や
百
尺
観
音
か
ら
近
い
北
口

管
理
所
か
ら
登
山
道
へ
出
る

と
、
鋸
山
で
一
番
高
低
差
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
石
切
場
跡

に
着
く
。

　

鋸
山
の
石
切
場
は
山
頂
付

近
に
集
中
し
て
い
る
。
良
質

の
岩
石
が
山
頂
部
で
し
か
取

れ
な
い
た
め
だ
。
山
頂
部
は

約
2
0
0
万
年
前
の
火
山
か

ら
噴
出
さ
れ
た
火
山
灰
が
堆

積
し
て
で
き
た
岩
石
か
ら
な

る
地
層
が
分
布
し
て
お
り
、

山
腹
か
ら
麓
ま
で
の
泥
岩
を

含
む
地
層
と
異
な
る
。

　

石
切
場
で
切
り
出
さ
れ
た

「
房
州
石
」の
石
質
は
凝
灰
質

砂
岩
〜
礫
岩
で
、
白
い
軽
石

と
黒
い
ス
コ
リ
ア（
火
山
か
ら

噴
出
さ
れ
る
多
孔
質
の
小
石
）

が
縞
模
様
を
な
し
て
い
る
。

　

房
州
石
は
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
首
都
圏
で
需
要
が

増
え
た
石
材
で
、
産
地
か
ら

近
い
東
京
や
神
奈
川
方
面
で

よ
く
利
用
さ
れ
た
。
浜
金
谷

駅
の
周
辺
に
は
、
房
州
石
を

使
用
し
た
石
垣
小
路
が
続
い

て
い
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り

を
ぶ
ら
り
散
歩
す
る
の
も
楽

し
い
。

※
こ
の
記
事
は「
千
葉
の
地
層

10
選
ガ
イ
ド
」（
発
行
：
令
和
2

年
3
月　

編
集
：
千
葉
県
教
育

庁
教
育
振
興
部
文
化
財
課
）を

参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

よ
り
詳
し
い
こ
と

を
知
り
た
い
方
は

ウ
ェ
ブ
で「
千
葉

の
地
層
10
選
」を

検
索
。

～
千
葉
に
は
魅
力
的
な
地
層
が
い
っ
ぱ
い
～

千
葉
の
地
層
10
選
に
選
ば
れ
た
南
房
総
の
地
層
を
ガ
イ
ド

南
房
総
の
地
層
を
巡
る

　

N
H
K
の
人
気
番
組「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」で
、
今

夜
は
館
山
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
街
歩

き
し
な
が
ら
地
形
や
地
質
を
紐
解
い
て
い
く
番

組
に
連
動
し
て
、
C
L
I
P
で
は「
南
房
総
の
地

層
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、千
葉
の
名
前
を
冠
し
た「
チ
バ
ニ
ア
ン
」

の
根
拠
と
な
る
地
磁
気
逆
転
期
地
層
が
話
題
に

な
っ
た
が
、
南
房
総
も
興
味
深
い
地
層
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
房
総
半
島
の
土
台
を
つ
く
っ
た
地

層
、
そ
の
地
形
を
形
成
し
た
秘
密
と
は
。
身
近
で

見
ら
れ
る
地
層
を
ご
案
内
。

異
な
る
岩
石
か
ら
な
る

不
思
議
な
島
々

鴨
川
松
島

（
鴨
川
市
貝
渚
）

プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
で

つ
く
ら
れ
た
変
形
し
た
地
層

保
田
層
群
の 

カ
オ
ス
層

（
鴨
川
市
江
見
吉
浦
）

海
底
地
す
べ
り
の
全
体
像
が

見
ら
れ
る
露
頭

白
浜
の
海
底 

地
す
べ
り
堆
積
層

（
南
房
総
市
白
浜
町
白
浜
）

縄
文
時
代
の
暖
か
い
海
に

生
息
し
て
い
た
サ
ン
ゴ

沼
サ
ン
ゴ
層

（
館
山
市
沼
）

明
治
の
近
代
化
を

支
え
た
石
材

鋸
山
の「
房
州
石
」

（
富
津
市
金
谷
）

鴨川松島。手前に見えるのは枕状溶岩

白浜の海底地すべり堆積層

鋸山の石切場跡・岩舞台

保田層群のカオス層

白浜根本海岸の屏風岩

沼サンゴ層

鋸山の山頂付近

お見逃しなく！
今夜放送「ブラタモリ」

「館山～房総リゾート・館山はどうできた?～」
NHKテレビ 5月22日（土）午後7時30分から午後8時15分放送

千葉県・館山はどのようにして人気のリゾート地となった
のか!?その秘密をタモリさんがブラブラ歩いて解き明かす!
番組内容：鋸山から見える館山のモコモコした地形の秘密・
大地震の痕跡を海岸で発見！・館山の「隆起」は日本トップクラ
ス！その秘密はプレートにあり!?・湧き出る温泉水の謎・基地は
なぜ館山に作られた？・砲台の跡を利用した花壇に隠された
別荘地の秘密とは。

安房鴨川

館山

浜金谷

白浜の屏風岩
白浜の海底地すべり
堆積層

保田層群の
カオス層

鴨川松島
鋸山の「房州石」


